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1. はじめに 

近年，人々の動画像の利用が増加しており，同時により

圧縮効率の高い符号化方式も提案・標準化されている[1]．

本稿では，スパースコーディングを用いた動画像フレーム

圧縮における適切な辞書について検討する． 

2. スパースコーディング 

スパースコーディングは，最小化問題 
min

𝑊
‖𝑊‖0  subject to 𝑋 = 𝐷𝑊 

を信号の圧縮に利用する手法である[2]．ここで X:入力信

号，D:辞書基底，W:スパース係数 である．(1)式は NP 困

難な問題であるため，貪欲アルゴリズムを用いて近似解 W

を導出する．W は非ゼロ係数が少ない行列であることが期

待されるため，エントロピー符号化を用いることで情報量が

削減できる． 

3. 辞書学習 

 辞書 D の学習には，Skretting らの手法[3]を使用する．

まず辞書学習に使用する画像から 8x8 サイズのパッチをラ

ンダムに 12000 個取り出し，パッチ 1 つあたりの画素値を

列ベクトルに並べて結合させた 64x12000 の行列を作成す

る．この行列を(1)式の X に代入し，RLS-DLA[3]を用いて

辞書 D を作成する． 

4. スパースコーディングを用いたフレーム圧縮 

動画像のフレーム圧縮に最適な辞書を検討する．

Skretting らの手法では，デフォルトの 8 枚の自然画像から

学習された辞書が用意されている[4]．辞書学習において

は，圧縮したい画像と近い画像を学習に使用することで，

よりスパース性の高い係数 W が得られることが期待できる

[2]．したがって本稿では，圧縮を行う動画像自身のフレー

ムから辞書を作成し，デフォルトの自然画像辞書と圧縮効

率を比較する．実験には，ハイビジョン・システム評価用標

準動画像の Truck train(図 1)をグレースケールに変換した

ものを使用した． 

5. 辞書別の圧縮効率比較結果 

 辞書別に target PSNR を変化させたときの bitrate を表 1

に示す．ここで， 

 default:デフォルトの自然画像 8 枚から学習した辞書 

 dict1:任意のフレーム 1 枚から学習した辞書 

 dict2:任意のフレーム 8 枚から学習した辞書 

を指す．また bitrate はスパース係数 W を量子化した後，

ハフマン符号化によりビットストリームへ変換したときの 1 ピ

クセルあたりの平均 bit 量である．この結果から，辞書学習

に使用する枚数は多い方がよく，かつフレームから辞書を

作成することでより bitrate を減少させられることがわかる． 

6. まとめ・今後の予定 

本稿ではスパースコーディングにおいてフレームから学

習した辞書が効果的であることを確認した．今後は動画像

における時間的冗長性の削減のため，差分値の圧縮につ

いて検討していく予定である． 
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表 1 辞書別の PSNRに対する bitrate 

図 1 Truck train 

bitrate PSNR bitrate PSNR bitrate PSNR

1.366935 38.60233 1.40765 38.60278 1.30878 38.60285

0.759977 34.61038 0.759977 34.61038 0.717633 34.61146

0.255979 29.61019 0.255979 29.61019 0.241081 29.60998

0.033425 24.60262 0.033425 24.60262 0.033025 24.60262

default dict1 dict2
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